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V327a 超小型 X 線衛星 NinjaSat の打ち上げ成功と初期運用
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NinjaSat は日本初の 6U (10×20×30 cm3) サイズの超小型X 線衛星であり、2–50 keV に感度を持つ 10 cm 立
方の非撮像型ガスＸ線検出器 (GMC) を 2 台搭載する。超小型衛星としては世界最大である 32 cm2 (6 keV) の
有効面積をもつ。超小型衛星の利点である柔軟な運用により、大型衛星には観測の難しい明るい X 線源の、可視
光・電波と連携した長期的な多波長同時観測や、突発天体の追観測を行う。軌道上の放射線環境をモニタするた
め、半導体荷電粒子検出器 (RBM) を 2台搭載する。太陽フレアなどの突発現象による高いフラックスの荷電粒
子到来時には、GMC保護のためアラートを送信する。
NinjaSatは、2023年 11月 11日に SpaceX Transporter-9 で高度 515–550 km の太陽同期軌道へ放出され、そ

の後地上局と UHF、S-band による通信に成功した。2023年 12月まで衛星のコミッショニングを実施し、2024
年 1月よりGMC、RBMの初期運用を開始する。RBMの動作確認と軌道上の放射線環境のマッピング後、GMC
を起動し動作確認、ノイズレベル評価、バックグラウンドの確認を実施する。その後、かに星雲等の明るい天体
の観測により、GMCの視野、時刻付け、エネルギー較正を実施する。本講演では、衛星打ち上げ後の初期運用、
ペイロードの立ち上げおよび軌道上較正について報告する。


